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選
挙
後
の
経
済
政
策
が
ど
う
な

る
の
か
は
、
選
挙
公
約
や
選
挙
期

間
中
の
与
野
党
の
論
戦
、
選
挙
結

果
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
岸
田
内
閣
発
足
時
の

支
持
率
が
、
安
倍
政
権
や
菅
政
権

の
同
時
期
よ
り
低
い
こ
と
と
、
野

党
共
闘
の
統
一
候
補
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
与
野
党
の
議
席
差

は
縮
ま
る
と
見
て
考
え
て
み
ま

す
。

　

岸
田
総
理
が
自
民
党
総
裁
選

で
掲
げ
た
主
張
に
よ
る
と
、
小
泉

政
権
か
ら
の
新
自
由
主
義
と
決
別

し
て
、
経
済
格
差
を
是
正
す
る
再

分
配
に
よ
っ
て
中
間
層
を
厚
く

し
、
消
費
を
拡
大
し
て
経
済
成
長

を
図
る
と
い
う
の
が
柱
で
す
。

　

今
回
は
経
済
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
み

に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
前
政
権
下
で
の
河
野
・
小
泉

前
大
臣
が
主
導
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
重
視
の
路
線
は
、
原

発
回
帰
に
転
じ
る
だ
ろ
う
と
の
見

方
も
広
が
っ
て
お
り
、
経
団
連
か

ら
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
発
と
石
炭
火
力
は
世
界
の

電
力
問
題
に
関
係
し
、
原
発
は
事

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

故
時
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
石
炭
火

力
は
二
酸
化
炭
素
を
大
量
に
放

出
す
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
な
再
生

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

会
員
訪
問
・
札
幌
市
議 

ふ
じ
わ
ら
広
昭
事
務
所（
３
面
）／
全
国
の
最
低
賃
金（
２
面
）

　

岸
田
文
雄
氏
が
第
１
０
０
代
総

理
大
臣
に
就
任
し
た
。
昨
年
の
総

裁
選
で
敗
北
し
た
後
も
捲
土
重
来

を
期
し
て
き
た
と
の
こ
と
だ
が
、

菅
総
理
が
退
陣
す
る
と
は
考
え
て

い
な
か
っ
た
か
ら
、
４
人
の
選
挙

戦
に
な
っ
た
こ
と
に
戸
惑
い
が
あ
っ

た
よ
う
だ
▼
気
に
な
る
こ
と
は
多

い
の
だ
が
、
新
し
い
資
本
主
義
を

目
指
す
と
い
う
触
れ
込
み
で
担
当

大
臣
を
任
命
し
た
。
今
ま
で
の
新

自
由
主
義
か
ら
脱
却
し
て
分
配
を

重
視
す
る
触
れ
込
み
だ
▼
た
だ
、

政
策
調
査
会
長
に
任
命
し
た
高
市

早
苗
氏
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
踏

襲
す
る
考
え
だ
。
今
ま
で
の
政
策

を
転
換
し
て
い
け
る
の
か
ど
う
か
、

解
散
・
総
選
挙
で
自
民
党
の
選
挙

公
約
が
試
さ
れ
る
▼
本
来
で
あ
れ

ば
、
衆
参
の
予
算
委
員
会
で
こ
れ

ら
の
論
点
が
集
中
的
に
論
議
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
だ
が
、「
三
十
六
計

逃
げ
る
に
如
か
ず
」
と
ば
か
り
に

14
日
解
散
、
19
日
公
示
、
31
日
投

開
票
日
と
の
こ
と
。
安
倍
・
菅
政

権
の
も
た
ら
し
た
問
題
を
忘
れ
て

は
な
る
ま
い
（
峰
）

衆
議
院
選
挙
10
月
31
日
投
開
票
に

気
に
な
る
経
済
対
策
ど
う
変
わ
る
？

　

10
月
４
日
、岸
田
内
閣
が
発
足
し
、同
14
日
衆
議
院
解
散
、19
日
公
示
、31
日
投
開
票
が
決
ま
り
ま
し
た
。気

に
な
る
の
は
経
済
対
策
で
す
が
、現
時
点
で
分
か
る
範
囲
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

交
流
晩
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　

12
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

第
71
回
交
流
晩
会
は
、
大
勢
で
の

会
食
を
伴
う
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
前
後

に
発
行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道

商
工
連
』に
同
封
し
て
、
皆
さ
ま

が
製
作
し
た
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
宣
伝
物
を
、
会

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
を
無

料
で
配
送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。



（２）

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
世
界
に
広
ま

り
、
自
動
車
も
電
気
が
主
流
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車

や
水
素
エ
ン
ジ
ン
な
ど
に
取
り
組

む
ト
ヨ
タ
に
代
表
さ
れ
る
日
本
勢

　

令
和
３
年
度
の
全
国
の
最
低

賃
金
は
左
の
図
の
通
り
で
す
。全

国
加
重
平
均
９
３
０
円
、
北
海
道

は
８
８
９
円
で
す
。

　

発
効
年
月
日
は
、
10
月
８
日
沖

が
、
早
期
に
二
酸
化
炭
素
削
減
目

標
の
達
成
を
求
め
る
世
界
の
流
れ

に
対
応
で
き
る
の
か
ど
う
か
も
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、野
党
は
、新
自
由
主
義
の

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
格
差
を
拡
大
し

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

た
う
え
経
済
成
長
に
失
敗
し
、
日

本
の
経
済
力
を
こ
と
ご
と
く
下
落

さ
せ
た
と
主
張
。新
自
由
主
義
か

ら
の
転
換
と
再
配
分
の
強
化
で
、

購
買
力
を
高
め
、
消
費
に
よ
っ
て

経
済
成
長
を
図
る
と
い
う
方
向

性
は
、
岸
田
総
理
や
米
国
の
バ
イ

デ
ン
大
統
領
と
共
通
す
る
流
れ
で

す
。

　

た
だ
、
野
党
の
原
発
政
策
は
脱

原
発
の
方
向
で
、
岸
田
総
理
と
は

大
き
く
異
な
り
ま
す
。原
発
に
投

入
さ
れ
て
い
る
莫
大
な
資
金
を
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
新

た
な
成
長
産
業
に
投
入
し
て
経

済
成
長
を
図
る
方
向
で
す
。

　

自
民
党
総
裁
選
で
明
ら
か
に

な
っ
た
河
野
・
小
泉
路
線
と
共

通
す
る
点
が
あ
り
、
自
民
党
内
に

も
一
定
の
勢
力
が
あ
る
こ
と
か

ら
、選
挙
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
進
め
る
と

い
う
方
向
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地

域
単
位
で
設
置
す
る
小
規
模
な

発
電
設
備
を
、
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
結
び
、
細
か
く
制
御
す
る

の
で
、
地
方
の
中
小
企
業
も
投
資

青森秋田

福島

茨城群馬

千葉埼玉

山梨 東京

神奈川

岩手山形
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石川

栃木
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三重

奈良

和歌山
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鳥取

滋賀

島根

徳島

香川大分

佐賀

長崎

熊本 宮崎

鹿児島
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福岡
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全
国
の
最
低
賃
金

（
時
給
・
円
）

＊グレーの網掛け部分は 29 ～ 32 円の引き
　上げの県。他はすべて 28 円の引き上げ。

縄
。７
日
石
川
。６
日
青
森
、鳥

取
、
佐
賀
、
大
分
、
宮
崎
。２
日

岩
手
、山
形
、群
馬
、静
岡
、静

岡
、島
根
、岡
山
、高
知
、鹿
児

島
。他
は
10
月
１
日
で
す
。

全
国
の
最
低
賃
金
28
〜
32
円
引
き
上
げ



３
　

平
日
は
毎
朝
８
時
か
ら
９
時
ま

で
、地
下
鉄
駅
前
な
ど
で
、立
憲
民

主
党
の
街
頭
宣
伝
を
続
け
て
い
る
。

　
「
４
月
の
衆
議
院
補
欠
選
挙
の

と
き
よ
り
、
立
憲
が
ん
ば
れ
！
、
ご

苦
労
さ
ま
！
、と
声
を
掛
け
て
く
れ

る
人
が
増
え
、
チ
ラ
シ
も
受
け
取
っ

て
も
ら
え
る
」と
手
ご
た
え
を
感
じ

て
い
る
。政
府
・
自
民
党
の
金
銭
疑

惑
や
国
会
無
視
を
糾
弾
す
る
こ
と

も
必
要
だ
が
、
マ
ス
コ
ミ
は
そ
こ
し

か
取
り
上
げ
な
い
の
で
、野
党
は
批

判
ば
か
り
だ
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。

「
街
頭
宣
伝
の
反
響
か
ら
受
け
る

印
象
は
、無
党
派
と
い
わ
れ
る
若
者

や
女
性
た
ち
の
た
め
の
政
策
を
、最

初
に
、分
か
り
や
す
く
訴
え
る
こ
と

が
大
事
で
す
」と
言
う
。

　

昨
年
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
た
事
業
主
さ
ん
か
ら
、
法

人
市
民
税
等
の
分
割
払
い
や
支
払

い
猶
予
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
都
度
対
処
し
て
き
た
。後
に
な

っ
て
、
特
別
猶
予
な
ど
の
取
り
扱
い

が
認
め
ら
れ
、
札
幌
市
で
は
約
４

５
０
０
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
世
界
的
大
流
行
）
は
初
め
て
で
、

行
政
も
混
乱
し
た
。で
も
、
秋
元
克

広
市
長
は
、
感
染
者
の
療
養
施
設

の
確
保
や
整
備
な
ど
、先
手
、先
手

で
取
り
組
ん
で
き
た
。感
染
急
増
に

は
、全
庁
を
あ
げ
て
保
健
所
業
務
の

応
援
に
入
り
、職
員
ら
は
療
養
先
の

札
幌
市
議
会
議
員  

ふ
じ
わ
ら
広
昭
事
務
所

手
配
や
症
状
の
聞
き
取
り
、Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
手
配
な
ど
に
奮
闘
し
て

い
る
。

　

国
か
ら
示
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
対
策

の
多
く
は
、
実
行
権
限
が
都
道
府

県
に
あ
り
、「
人
口
が
多
い
政
令
市

は
、道
府
県
な
ど
と
の
調
整
で
苦
労

し
て
い
る
」と
言
う
。

　

今
回
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
に

伴
う
飲
食
店
の
「
感
染
防
止
対
策

認
証
制
度
」も
、
認
証
の
遅
れ
に
事

業
者
は
不
満
を
漏
ら
す
。市
は
、

前
々
か
ら
準
備
の
遅
れ
を
指
摘
し

て
、道
に
早
急
な
対
応
を
求
め
て
い

た
も
の
だ
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
を
増
や
し

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
拡
大
せ
よ
と
い
う

要
望
も
あ
っ
た
。五
輪
を
控
え
て
接

種
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
求
め
ら

れ
、
企
業
・
団
体
の
職
域
接
種
が

動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
ワ
ク
チ
ン

が
不
足
す
る
混
乱
も
あ
っ
た
。感
染

の
第
５
波
は
収
束
を
見
せ
て
い
る

が
、「
第
６
波
の
到
来
は
免
れ
な
い

で
し
ょ
う
。ワ
ク
チ
ン
の
二
回
接
収

が
済
ん
で
い
る
方
は
、
市
民
の
半
分

を
少
し
超
え
た
ぐ
ら
い
で
す
。緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
は
い

え
、
ま
だ
ま
だ
感
染
防
止
対
策
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

い
ま
、藤
原
議
員
が
取
り
組
ん
で

い
る
中
小
企
業
対
策
は
、市
の
公
共

工
事
入
札
制
度
の
改
善
。「
入
札
で

地
場
の
中
小
企
業
が
不
利
に
な
ら

な
い
よ
う
、入
札
条
件
の
改
善
が
必

要
で
す
」と
語
る
。

　

そ
の
一
つ
が
監
理
技
術
者
の
配

置
問
題
だ
。公
共
工
事
で
は
現
場

代
理
人
の
配
置
が
求
め
ら
れ
、一
定

の
額
以
上
の
工
事
に
は
管
理
技
術

者
の
配
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。札
幌
市
の
場
合
、
監
理
技
術
者

の
配
置
は
、
入
札
資
格
要
件
で
有

利
に
な
る
の
で
、
人
手
不
足
で
若
い

人
材
を
確
保
で
き
な
い
地
場
の
中

小
企
業
か
ら「
入
札
で
不
利
だ
」と

不
満
が
出
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
役
職
は
、
発
注
者
の

許
可
が
あ
れ
ば
兼
務
で
き
る
の
で
、

一
定
の
現
場
経
験
の
あ
る
現
場
代

理
人
は
、
監
理
技
術
者
と
同
等
に

評
価
す
る
よ
う
制
度
の
改
善
を
求

め
て
い
る
。「
開
発
局
（
国
）や
道
は

こ
う
し
た
運
用
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
札
幌
市
で
も
実
現
し

た
い
」と
働
き
か
け
て
い
る
。

札
幌
市
議
会
議
員
（
東
区
）　
藤
原
　
広
昭
さ
ん
（
68
）

毎
朝
８
時
か
ら
街
宣
で
マ
イ
ク
握
る

会員訪問

に
参
加
で
き
、
利
益
が
地
域
に
も

た
ら
さ
れ
る
た
め
、
過
疎
に
あ
え

ぐ
自
治
体
に
と
っ
て
も
税
収
増
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

中
小
企
業
政
策
が
ど
う
な
る

の
か
は
、
自
民
党
の
選
挙
公
約
を

見
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

岸
田
総
理
は
、
大
企
業
に
は
下
請

け
に
対
す
る
正
当
な
利
益
配
分

を
求
め
る
と
主
張
し
て
い
ま
し
た

か
ら
、
具
体
策
は
今
後
、
何
ら
か

の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
の
か
注
目

し
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
経
済
対
策

は
、
与
野
党
と
も
実
施
す
る
方
向

で
す
。低
所
得
者
や
子
ど
も
、
学

生
な
ど
へ
の
一
時
金
支
給
は
、
す

ぐ
消
費
に
回
っ
て
地
域
経
済
へ
の

プ
ラ
ス
効
果
が
あ
る
の
で
、
実
現

す
る
方
向
に
あ
る
と
期
待
で
き
ま

す
。一
方
、野
党
統
一
候
補
の
、「
消

費
税
の
５
％
へ
の
引
き
下
げ
」
に

つ
い
て
は
、選
挙
結
果
に
か
か
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。

　

道
商
工
連
の
顧
問
で
あ
る
衆

議
院
議
員
の
皆
さ
ん
が
、
今
回
の

総
選
挙
で
再
選
を
目
指
し
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

朝の街頭宣伝から戻ったばかりの藤原広昭札幌市議
（撮影のためマスクをはずしてもらいました）



（４）

宇
宙
人
来
た
ら
猫
出
し
様
子

見
る

ド
キ
ド
キ
す
初
め
て
死
ぬ
の

で
す
か
ら
ね

な
ん
ぼ
で
も
入
る
口
座
に
２

千
円

土
か
け
て
肩
た
た
く
よ
に
苗

を
植
え

チ
オ
ビ
タ
に
比
べ
愛
情
な
い

と
妻

気
づ
か
れ
ず
眠
気
を
我
慢
す

る
地
獄

声
に
出
し
ギ
ャ
フ
ン
と
言
っ
た

人
い
な
い

酔
う
た
び
に
バ
ブ
ル
の
夜
を

話
す
マ
マ

続
編
は
鬼
の
仇
討
ち
桃
太
郎

予
約
し
て
待
た
せ
て
も
取
る

予
約
料

祭
り
の
後
に
残
る
借
金

渋
柿
と
や
っ
と
分
か
っ
た
８

年
後

大
感
謝
祭
の
大
に
は
意
味
が

な
い 

熱
い
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
ア
タ
シ

（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

　

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
北
海
道
・
北
東
北
縄
文

遺
跡
群
」
の
一
つ
「
キ
ウ
ス
周
堤
墓

群
（
し
ゅ
う
て
い
ぼ
）
群
」
が
千
歳

市
に
あ
る
。石
狩
平
野
南
東
部
は
、

か
つ
て
沼
や
湿
地
が
広
が
り
、
サ

ケ
が
遡
上
す
る
豊
か
な
土
地
。旧

石
器
時
代
か
ら
の
遺
跡
が
残
る
。

　

そ
の
中
で
も
異
質
な
の
が
縄
文

時
代
後
期
（
紀
元
前
約
１
２
０
０

年
前
）の
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
。直
径

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

は
、
本
年
の
第
35
回
中
小
企
業
問

題
研
究
集
会
を
、
昨
年
同
様
、
東

京
の
会
場
か
ら
リ
モ
ー
ト
中
継
し

ま
す
。め
っ
た
に
聞
け
な
い
内
容
で

す
。視
聴
を
ご
希
望
の
方
は
道
商

工
連
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

講
演
内
容
と
講
師
（
予
定
）
は

以
下
の
通
り
で
す
。視
聴
を
ご
希

望
の
方
は
道
商
工
連
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①「
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
経
済
の
行

30
ｍ
〜
70
ｍ
も
あ
る
円
形
の
土

手
を
持
っ
た
墓
が
密
集
す
る
。

　

駐
車
場
（
無
料
）
の
奥
に
あ
る

案
内
所
か
ら
、
無
料
ガ
イ
ド
が
周

堤
墓
の
謎
や
、一
万
年
も
の
間
、大

き
な
争
が
な
く
平
和
な
時
代
だ
っ

た
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
な
が
ら
案
内
し
て
く

れ
る
。平
日
は
10
時
か
ら
15
時
ま

で
１
時
間
お
き
、
土
日
祝
は
30
分

お
き
。住
所
は
千
歳
市
中
央
。

方
と
中
小
企
業
（
仮
題
）」　

水
野

和
夫
法
政
大
学
教
授

②「
税
制
を
め
ぐ
る
日
本
と
世
界

の
動
き
」　

森
信
茂
樹
中
央
大
学

大
学
院
法
務
研
究
科
特
任
教
授
、

東
京
財
団
上
席
研
究
員

③「
働
き
方
改
革
の
直
面
す
る
最

近
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」　

濱
口
桂

一
郎
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

労
働
政
策
研
究
所
長

④「
デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
と
日
本
の

デ
ジ
タ
ル
政
策
」（
講
師
未
定
）

全
中
連
第
35
回
中
研
集
会
11
月
11
〜
12
日

講
演
を
リ
モ
ー
ト
中
継
し
ま
す

縄
文
遺
跡  

キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
（
千
歳
市
）

ミ
ニ
旅
情
報


